


未来の学びの実現に向けたクラウドファンディングについて
「戸田市から日本の教育を変える」をコンセプトに、これまでの教育・学校の「当たり前」を問い
直す、学校主体の夢のある学校改革や教育委員会による産官学民連携の下での教育改革
を通じた未来の学びの実現に向け、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングを実施。
確保した資金は、一般の寄付金と併せて、戸田市未来の学び応援基金へ積立て。

令和4年10月から令和5年3月まで

ホームページ等を通じて事業成果報告（高額寄付者は別途検討）

実 施 期 間

寄付者への還元

脱・正解主義

脱・自前主義

脱・予定調和

脱・教師主導
脱・３K

（経験と勘と気合い）

PBL（課題解決型学習）、部活動の地域移行、デ
ジタルの活用、自然体験、インクルーシブ教育 など

対 象 テ ー マ



提案は、次の要件のうち、全部又は一部を満たし、これまでの教育・学校の「当たり前」を問い直す
全国的なモデルとなるもの（戸田市未来の学び応援基金条例第２条に規定）

未来の学びの実現に向けた５つの要件

脱・正解主義
正解を探し求める学習から、正解のない課題に取り組む学習や主体的に課題を設定する学習へ
転換し、教科等横断的な学び等を実現すること

脱・自前主義
学校が全ての教育活動を行うのではなく、産官学民や地域の資源を取り入れながら、社会に開か
れた教育課程を真に実現する、持続可能な教育及び学校を目指すこと

脱・予定調和
教師により計画された学習にこども達が取り組むのみならず、想定外の学びや挑戦による失敗を通
じたワクワク感や深い学びを達成するものであること

脱・教師主導
教師が主導する授業や全てのこども達が一斉に同じ内容を学ぶ授業から、こどもが主導する学びや
個別最適な学びに転換するとともに、こども同士の、又はこどもと教師の対話によるフィードバックを
行うことを通じて、こどもも教師も協働して学び続ける学校を真に実現すること

脱・経験と勘と気合い
教師の経験、勘及び気合い（３K）のみによる指導から脱し、暗黙知の共有化及び形式知への
転換並びに学習状況の可視化等を通じて、客観的な根拠を参照した政策及び実践を目指すこと。
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未来の学びの実現に向けた各学校等からの提案内容

※仮に各提案に必要な経費が全て確保できなかった場合でも、各プロジェクトは優先順位を定めるなどした上で、実施する。
※仮に全ての提案の実施に必要な経費以上の資金が確保できた場合には、ある学校の提案内容を他の学校で実施することなど、基金の設置
目的及び基本理念を踏まえた他のプロジェクトを実施することに活用予定。

学校主体の夢のある学校改革

・PBL（課題解決型学習）の更なる推進
・自然体験を核とした学校づくり
・「夢あふれる飼育小屋」の建設
・全教育活動におけるインクルーシブ教育の推進
・すべての子供たちにとって居場所となる学校づくり
・”大人”と”子供”がともに輝く学校づくり
・メタバース技術を活用した美術館の設立
・創るために壊す－新しい”学校の当たり前”づくり－
・部活動の当たり前を問い直すスポーツクラブの設立

教育委員会による産官学民との連携の下での教育改革

・匠の技の可視化について

詳細資料は
こちら！



～ 未来の学び応援プロジェクト ～

未来の学びの実現に向けたクラウドファンディングPR動画
▲視聴はこちら



学校発の提案を応援しませんか！～未来の学び応援プロジェクト～
寄附方法

ふるさとチョイス（ふるさと納税サイト）を通じての寄附

クレカ決済

ｷｬｯｼｭﾚｽ決済ｻｰﾋﾞｽ

Pay-easy支払

戸田市へ直接寄附

寄附の意向を電話やメールで教育政策室へ御連絡

寄附申出書の記載内容の確認(教育政策室で作成しメールにてファイルを送付)

戸田市から納付書を送付

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４ 納付書を用いて寄附

コンビニ支払

※埼玉りそな、りそな、みずほ、武蔵野銀行などの指定金融機関

VISA、MASTER、JCBをはじめ5種類のクレジットカードに対応

d払い、auPAY、楽天ペイなどの決済サービスに対応

寄附申し込み後にメールで通知されるURLで案内される番号によりATMで支払

コンビニエンスストアのレジにて支払 ※ローソン、ファミリーマートなど



学校発の提案を応援しませんか！～未来の学び応援プロジェクト～
税控除について

個人寄附

法人寄附

国や地方公共団体に対する寄附金は、支払った全額を『損金』に算入することが可能
※戸田市は『企業版ふるさと納税』は未実施

地方公共団体に対する寄附金のうち、2,000円を超える部分について、一定の限度額まで所得税と合わ
せて個人住民税の控除を受けることが可能

その年に寄附した金額の合計額から2,000円を差し引いた額が、所得金額から控除
控除対象限度額は、地方公共団体以外に対する寄附金と合わせて、総所得金額等の40パーセント

所得税控除

住民税控除

個人住民税所得割額の20パーセントが上限。また、寄附金の控除対象限度額は、地方公共団体以外
に対する寄附金と合わせて、その年の総所得金額等の30パーセント

手 続
確定申告又はワンストップ特例にもとづき手続



ふるさと納税サイトや戸田市ＨＰから各提案の詳細を御覧いただけます！！



戸田市未来の学び応援基金条例について

○「社会に開かれた教育課程」の実現が求められる中、本市においては、これまでも
「変化する社会の動きを教室に取り入れる」との考えのもと、ICTを文房具として活用
した子供たち一人ひとりのニーズに応じた学びなどに、他の自治体に先駆けて取り組ん
できた。

○今後、学校現場からのニーズを踏まえ、こうした先進的な取組をより一層後押しし、
「教育日本一」の実現に向けた更なる一歩を踏み出すため、以下の取組を実施。

○令和４年度においてふるさと納税を活用したクラウドファンディング等を実施し、
学校主体の「夢のある学校改革」の提案や教育委員会による産官学民との連
携の下での教育改革に対する経費を寄附額から支援。

〇並行して、長期的にそうした経費を確保し、年度を超えて機動的に運用できるよう
にするため、「戸田市未来の学び応援基金条例案」を令和４年９月議会に提出。

（※基金の原資には、９月定例会時点では、令和２年度に実施したクラウドファンディングで確保した資金の一部を充当。）

＜今後のスケジュール（今後変更が有り得る。）＞
令和４年 ８月 基金条例案提出（９月定例会） → 9月22日 基金条例案可決・成立

10月 クラウドファンディング開始
令和５年 ３月 クラウドファンディング終了

６月 提案内容の事業化
※なお、本基金は、公費負担の転嫁の
趣旨で設置するものではない。 9



R4.7月 8月 9月 10月 R5.2月 3月 4月 7月 R6.4月

学校提案受付

クラウドファンディング等
による資金確保
※学校等の提案内容を公表
※著名人による応援メッセージやPR動
画等による寄附促進
※令和5年3月定例会で基金へ積立

6月5月

※6月定例会（補正）で
基金を取り崩し事業化

以降も一般寄附により継続的に資金確保

今後のスケジュール（現時点での想定であり、今後変更が有り得る）

戸田市未来の学び応援基金の活用について
設置目的

本市の学校を日本の教育改革のモデルとするという趣旨に基
づき、校長発の夢のある学校改革や教育委員会による産官学
民連携の下での教育改革を通じた未来の学びの実現に要する
経費を寄附等により確保し、年度を超えて機動的に運用

寄附金

寄附者 基金寄附金

運用益

事業化

CF
等

積
立

取
崩
し

※有識者に
よる審査も
検討

※データ等
による効果
測定・評価

各提案への
配分額決定

各提案事業化に
向けた予算要求

事業
実施

成果
報告

※高額寄附
者にｲﾝｾﾝﾃｨ
ﾌﾞを検討

以下の内容については、今後細則での規定を検討
・配分額決定のプロセス など

広報戦
略検討

：地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づ
き、市長が招集する「総合教育会議」の開催を検討
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未来の学び応援プロジェクトの詳細はこちら！
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〇戸田市クラウドファンディング専用ページ
★PR動画や各提案の詳細資料もご覧いただけます！

〇戸田市教育委員会公式 note

★今回の募集にかける思いや応
援メッセージを掲載します！
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